
 

 

「光ファイバケーブル芯線の賃貸事業について」 

 

当社では近畿・東海２府４県約６００キロにわたる鉄道インフラを有効に活用し、高速

通信環境の効率的実現に資するため、下記の要領で光ファイバケーブル芯線の賃貸事業を

行っております。 

 

１．特徴 

  ①名古屋・大阪間を結び、さらに名古屋鉄道㈱、電源開発㈱等の光ファイバケーブ

ルと接続して、東名阪間のルート構築が可能です。 

   ②国際海底ケーブルの主要な陸揚げ拠点である三重県志摩（当社鵜方駅）と大阪、

名古屋、京都をダイレクトに結んでいます。 

  ③当社上本町駅（大阪市）、西大寺駅（奈良市）、八木駅（奈良県橿原市）の３地

点間でループ構成とし、ルートの信頼性を高めることが可能です。 

 

２．光ファイバケーブルの現況 

   ①敷 設 区 間：別紙１のとおりです。各区間に１条のケーブルを敷設しておりま

す。 

   ②技 術 仕 様：別紙２のとおりです。ＳＭ、ＤＳＦ２種類の光ファイバケーブル

を用意しております。 

   ③敷 設 形 態：電柱へ架設しております。ただし、高架区間、トンネル区間等で

はトラフ（線路沿いの側溝）に収容しております。 

   ④空 き 状 況：ＳＭについては、空きがわずかな区間もあります。お問い合わせ

下さい。 

 

３．ご利用条件 

  ①契 約 形 態：原則１０年以上のＩＲＵ契約といたします。  

   ②賃貸する芯線の単位： 

４芯単位とします。（４芯テープ構造のため） 

   ③賃 料 水 準：ご利用芯数、距離により異なります。お問い合わせ下さい。 

   ④保 証 金：いただいておりません。 

   ⑤外部との接続：接続地点にお客様所有の接続箱を設置していただき、同接続箱内

にて当社の光ファイバケーブルと接続していただきます。なお接

続地点までのルートはお客様にご用意いただきます。 

⑥中 継 所：適地があれば当社用地を中継所用地として賃貸いたします。また

他の事業者の中継所にコロケーションをご希望のお客様にはご紹

介をいたします。 

   ⑦そ の 他：当社の光ファイバケーブル芯線賃貸事業は、電気通信事業者、Ｃ

ＡＴＶ事業者、自治体、学校及び一般企業等を対象としています。

その他詳細については別途協議させていただきます。 

 

４．問い合わせ窓口 

経営企画部（通信担当） TEL 06-6775-3471  FAX 06-6775-3664 

E-mail row@rw.kintetsu.co.jp 

〒543－8585 大阪市天王寺区上本町６－１－５５ 

以 上 
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           ：当社の光ファイバケーブル敷設区間 
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技 術 仕 様 

 

ＳＭ  ０.５０ｄＢ／ｋｍ以下（λ＝1.3μｍ） 

ケーブル損失 
ＤＳＦ ０.２６ｄＢ／ｋｍ以下（λ＝1.55μｍ） 

ＳＭ  ３.５ｐｓ／ｎｍ・ｋｍ以下（λ＝1.285～1.330μｍ）

伝

送

特

性 全分散 
ＤＳＦ ３.５ｐｓ／ｎｍ・ｋｍ以下（λ＝1.525～1.575μｍ）

ＳＭ  ９.５μｍ±１０％ 
モード 

フィールド径 ＤＳＦ ８.０μｍ±１０％ 

ＳＭ  １２５±２μｍ 

形 

 

状 
クラッド径 

ＤＳＦ １２５±２μｍ 

光

フ

ァ

イ

バ

素

線 

材料、寸法、強度 
JIS C 6835-1991 石英系シングルモード光ファイバ素線の規格を

満足するものとする。 

 

 

①４芯テープ芯線スロット型ケーブルを使用する。 
構 造 

②防水テープ入り防水型ケーブルを使用する。 

光
ケ
ー
ブ
ル 外 装 

鉄テープあるいはステンレステープを施した外装のケーブルを使用

する。 

 

 

ＳＭ区間 
最大０.３ｄＢ／箇所以下

（λ＝1.3μｍ） 

接

続

損

失 ＤＳＦ区間 
最大０.６ｄＢ／箇所以下

（λ＝1.55μｍ） 

両端から測定して得た値の平均

値とする。 

ＳＭ区間 

０.５０Ｌ＋０.１５Ｎ 

Ｌ：ケーブル長(km)

Ｎ：接続点数 

（λ＝1.3μｍ） 

許

容

損

失 

ＤＳＦ区間 

０.２６Ｌ＋０.１１Ｎ 

Ｌ：ケーブル長(km)

Ｎ：接続点数 

（λ＝1.55μｍ） 

・コネクタ損失０.５ｄＢ／箇 

所は含まないものとする。 

・接続点はケーブル長(km)と同

数程度とする。 

 


